
重 圧
管２
５０
φｉ
＝０
．５
％Ｌ
１ ３
．７
９ｍ

重圧管２５０φｉ＝０．５％Ｌ１４．７６ｍ
Ｌ
１
５
．
７
９
ｍ

Ｌ
２
．
０
５
ｍ

ｉ＝０．３％ Ｌ１．４２ｍ

Ｌ５．９１ｍ

ｈ１０．４０

Ｌ８．８４ｍ Ｌ１４．
１１ｍ

重圧管３０
０φｉ＝０

．５％Ｌ１
４．６１ｍ

重圧管３００φｉ＝０．５％Ｌ＝３１．６６ｍ

ｉ＝２．５％Ｌ１５．１９ｍ

重圧管２５０φｉ＝１．０％Ｌ＝１５．０３ｍ

Ｌ１６．１５ｍ

３３．９４ｍ

２
６
．
７
６
ｍ

Ｌ＝１０．１５ｍ

Ｌ＝７．３１ｍ

転回広場

放流先

水路

水路

水路

農道

農道（法外道路）

ＧＬ：
１０．

５０

ＦＨ：１１．４５

ＦＨ：１１．００

ＦＨ：１０．９５

ＦＨ：１０．９０

ＦＨ：１０．７０

ＦＨ：１０．９５

ＦＨ：１０．６０

終点１：１０．５３

終点３：１０．４０

終点２：１１．１１

ＦＨ：１０．６０

ＦＨ：１０．６０

ＦＨ：１０．７５

ＦＨ：１１．４５

ＦＨ：１１．６
５

ａ１０．３５

ｂ：１０．７４

農道（法外道路）

農道（法外道路）

起点１：１０．４０

ＦＨ：１１．２７

ＦＨ：
１０．

６２

ＦＨ：１０．９８

ＦＨ：１０．９６

道：１０．９０

道：１０．６０

道：１０．５５

道：１０．５０

Ｂ２型擁壁ＦＨ：１０．７０Ｈ１．６０Ｌ＝３３．２８ｍ

Ｈ
１
．
７
５
Ｌ
＝
９
．
８
５
ｍ

Ｈ
１
．
３
５
Ｌ
＝
７
．
９
０
ｍ

Ｈ
１
．
７
０
Ｌ
＝
５
．
５
９
ｍ

ＦＨ：１０．５０

Ａ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
０
０

Ｈ
０
．
８
０
Ｌ
＝
６
．
５
１
ｍ

Ｈ
１
．
２
０
Ｌ
＝
６
．
５
１
ｍ

Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ン
ス独
立
基
礎

ＵＮフェンスＨ１．２０Ｌ＝２９．６８ｍ構造物埋め込み

バ
リ
カ
ー

Ｈ
０
．
３
５
Ｌ
＝
５
．
０
０
ｍ

Ｌ
＝
５
．
０
０
ｍ

終
端
コ
ン
ク
リ
ー
ト

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
４
６

ｃ１０．４０
ｄ１０．４０

ｅ１０．４０

ｆ１０．４０

ｇ１０．４０

ＦＨ１０．３９ 出９．６１５

ＦＨ１０．３９

ＦＨ
１０
．７
２

ＦＨ１１．０８

既
設
配
水
管
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
５
０
φ

既設配水管ＨＩＶＰ５０φ

ＨＩＶＰ５０φ

デリネータ設置

デリネータ設置

ＫＢＭ１０．１８
（ＴＰ３．９８０）

転回広場

転回広場

５４°

最終桝（街渠桝同等）
３００×４００ 余幅

余幅

１５１°

（土間コン仕上）

６６°

余幅

Ｎ

４９７－１

農道（法外道路）水路

４９８
ＧＬ：９．４５

起点
２：
１０
．３
０

公園

３ｍ

ベ
ン
チ

ベ
ン
チ

５１８－１

５１７－１

５１６－１

５１５－３

５１５－１

５１５－２

５０５－２

５０４

３７４

①
２１０．５６㎡

②
２７４．０４㎡

公　園
１５０．８９㎡

⑤
２０３．９１㎡

⑥
２２１．１７㎡

④
３００．５０㎡

⑦
１８６．３１㎡ ⑧

２７０．７０㎡

⑨
１９５．３６㎡

⑩
１６５．０９㎡

放流先

放流先

車止め

合併浄化槽

２

最終桝に向けて整地すること。
※法面は３０°以下の勾配で整地する。

鉄筋構造物２４Ｎ／ｍｍ

２

２

※グレーチングは１４ｔ荷重以上を使用。

※管が交差する箇所は、クリアランスを１０ｃｍ以上確保する。
※擁壁の伸縮目地厚は１０ｍｍとする。

※伸縮目地の設置間隔は１０ｍを基準とする。
※擁壁は地盤支持力を確認して施工すること。

※宅地の水および土が道路に流出しないように盛土勾配は

※コンクリート強度は無筋構造物１８Ｎ／ｍｍ

※重力式擁壁の載荷重は３．５ｋＮ／ｍ　以下とする。

※ガッター桝から本管への接続は、ＶＵ管１５０φを使用。

（Ａ型、Ｂ１型、Ｂ２型、Ｂｆ型）

※開発協議の対象は、最終桝から一次放流先まで。
※予定建築物：一戸建ての住宅。

（ＶＵ管１５０φにて重圧管に接続）勾配は１．０％とする

：量水器

：宅内雨水最終マス
【泥だめ１５０ｍｍ確保、３５０Φ】

※各宅地からの排水は合併浄化槽にて処理し排水すること。

【引込口径φ２０】

※宅地排水管の土被りは２０ｃｍ以上確保すること。

（土被り６０ｃｍ未満は要管保護）

※区画境に構造物がない箇所には境界鋲を設置する。

凡　例

※取付管については支管接合とする。

街渠桝Ｌ型側溝

（１号ＭＨφ９００ｍｍ　鉄蓋：Ｔ－１４　　浮上防止型・汎用品を使用する。）：雨水ＭＨ

　【インバート施工】

※床版部グレーチングは１４ｔ荷重用　６００×１０００とする

開　発　許　可

二

年　　月　　日

第
和

申　請　者

令

月
　
　
　
日

‐

高
松
市
国
分
寺
町
新
名
４
４
０

９

作　成　者
住所・氏名

井

西

　

士
査
調

土
地
家
屋

　

　
俊

号

代
表
取
締
役
　
徳
田
　
芳
和

株
式
会
社
明
徳
ホ
ー
ム

縮　　尺 １／４００
作製：平成３１年　４月　３日

土地の所在 所在：高松市香西北町５００－４の一部、５００－１１、５０２－１、５０２－２、５０３及び地先水路 図画計用利地土

ＦＨ：１１．６５

③
３１８．６７㎡

ベンチ

ベンチ

水底：９．８４
水天：１０．１４

その他
３．４０㎡

水幅０．３１ｍ

水天：１０．１４
水底：９．８５

水天：１０．１９
水底：９．６３ 水路

水底：９．５８
水天：９．９９

水底：９．５６
水天：９．９６

水路

水幅０．３１ｍ

水天：９．８３
水底：９．４３

デリネータ設置

水底：９．４７
水天：９．８７

水天：１１．０１
水底：１０．６０

水底：１０．５１
水天：１０．９２

水天：１０．９４
水底：１０．３９

水天：１０．７３
水底：１０．１７

水天：１０．６１
水底：１０．０４

道：１０．１４
水底：９．４８

水底：９．２８
水天：９．９８

水天：９．９７
水底：９．２７

水天：９．９３
水底：９．２３

水天：９．８２
水底：９．１２

水天：９．６８
水底：９．２８

水天：１１．４０
水底：１０．９８

水天：１１．６５
水底：１１．２５

道：１１．４５

水底：９．７４
水天：１０．２９

特
定
用
途
制
限
地
域
一
般
・
環
境
保
全
型
　　
特
定
用
途
制
限
地
域
幹
線
沿
道
型

県
道
境
よ
り
５
０
．
０
ｍ

Ｂ
２
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
７
０

Ｃ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
４
０

Ｂ
２
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
８
０

Ａ型
擁壁Ｆ

Ｈ：１
０．８

０Ｈ０
．５
０～
０．９

６Ｌ＝
２４．

６１ｍ

Ｈ０．６０

境界コンクリート
ＦＨ：１０．８０Ｌ＝４．８４ｍ

Ｌ＝１１．２５ｍ

Ｈ０．６０

境界コンクリート
ＦＨ：１１．１０

ＦＨ：１１．０５
Ｈ０．６０

Ｌ＝１１．３６ｍ

境界コンクリート

境界コンクリート
ＦＨ：１１．１０
Ｈ０．６０

Ｌ＝１１．２５ｍ

ＦＨ：１１．０２

境界コンクリ
ート

Ｈ０．６０
Ｌ＝１１．９

４ｍ
ＦＨ：１１．

７５

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
７
５

Ｈ
０
．
６
０

Ｌ
＝
８
．
７
４
ｍ

Ｈ
１
．
１
５
Ｌ
＝
１
２
．
３
６
ｍ

Ｂ
１
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
７
５

Ａ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
０
０

Ｈ
０
．
７
０
Ｌ
＝
２
０
．
７
０
ｍ

Ｄ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
６
０
～
１
０
．
５
５

Ｈ
０
．
３
５
Ｌ
＝
５
．
０
９
ｍ

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
７
０

Ｈ
０
．
６
０
Ｌ
＝
１
５
．
７
１
ｍ

Ｂ１型擁壁ＦＨ：１０．７０Ｈ１．１５～１．２５Ｌ＝１１．６１ｍ

Ｈ
０
．
７
５

Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
４
０

Ｄ
型
擁
壁
＋
床
版
工

Ｌ
＝
６
．
４
７
ｍ

Ｈ
１
．
０
５
Ｌ
＝
１
６
．
２
６
ｍ

Ｂ
１
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
７
０

Ｈ
１
．
３
５
Ｌ
＝
１
２
．
８
４
ｍ

Ｂ
１
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
０
０

Ｈ１．２０Ｌ＝２９．６８ｍ

Ｂｆ型擁壁ＦＨ：１０．６０

Ｈ１．１０

ＦＨ：１０．３０

Ｌ＝５．５１ｍ
Ｈ０．９０

ＦＨ：１０．３０
Ｄ型擁壁＋床版工

Ｌ
＝
８
．
９
０
ｍ

Ｈ
１
．
４
５

Ｂ
１
型
擁
壁

Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
７
０

水底：９．８４
水天：１０．１４

水底：９．８３
水天：１０．１３

Ｂ１型擁壁ＦＨ：１１．５０Ｈ１．３５Ｌ＝２７．２４ｍ

Ｈ
０
．
６
０
Ｌ
＝
１
３
．
６
９
ｍ

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
７
５

Ｈ１．１０Ｌ＝１５．３４ｍ

Ｂ１型擁壁ＦＨ：１１．７５

宅地面積合計 ２３４６．３１㎡
開発道路面積 ６０４．３４㎡
公園面積 １５０．８９㎡
　

開発面積

その他面積 　　　３．４０㎡
　 ３１０４．９４㎡

Ｈ
０
．
７
０
Ｌ
＝
１
６
．
２
６
ｍ

Ａ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
１
０

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ｆ
Ｈ
：
１
０
．
７
０

Ｈ
０
．
６
０

Ｌ
＝
１
０
．
２
６
ｍ

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
０
５

Ｈ
０
．
６
０
Ｌ
＝
１
３
．
２
５
ｍ

境
界
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
１
０

Ｈ
０
．
６
０
Ｌ
＝
１
９
．
３
２
ｍ

Ｆ
Ｈ
：
１
１
．
２
８

Ｈ
０
．
３
５

通常水位：９．３５
放流管底：９．３６

放流先：９．２５

１号ＭＨ

入９．６６５
１号ＭＨ

１号
ＭＨ

１号ＭＨ

入９．４６１ 出９．４３１

１号ＭＨ
ＦＨ１０．３９

出９．７３５

入９
．７
８５

出９
．８
５０

出１０．０４２

入９．９００

ｉ
＝
２
．
５
％

Ｌ１３．８７ｍ

ｉ＝０．０％

ｉ＝０．０％

ｉ＝０．
０％

ｉ＝０．０％

ｉ＝０．０％

ｉ
＝
２
．
５
％

～：１０．３９

Ｌ＝１１．０８ｍ Ｈ１．１０
Ｌ＝８．１８ｍ

ＦＨ：１０．３９
Ｄ型擁壁＋Ｌ型側溝

Ｄ型擁壁＋Ｌ型側溝

ドレーンバルブ
２５φ

ドレーンバルブ

２５φ

新設配水管ＨＩＶＰ５０φ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
２
５
φ

放流先：９．８４
通常水位：９．８５
放流管底：９．８５
放流先

放流先：９．８４
通常水位：９．８５
放流管底：９．８５

放流先：９．６３
通常水位：９．６４
放流管底：９．６５

ｉ＝０．８％

ＶＵ１５０ｉ：１．０％
Ｌ＝０．７１ｍ

Ｌ＝５．３８ｍ
ＶＵ１５０ｉ：１．０％

Ｌ＝１．２１ｍ
ｉ：１．０％
ＶＵ１５０

水底：１０．８１
水天：１１．２３

農道（法外道路）
（区域外工事）Ａ型擁壁ＦＨ１１．２５～１１．０２Ｈ０．７５Ｌ＝１８．０９ｍ

隅
切
長

３
．
０
０
ｍ

４
．
５
１
ｍ

隅
切
長

放流先：９．８４
通常水位：９．８５
放流管底：９．８５
放流先

Ｌ＝１．０４ｍ
ＶＵ１５０ｉ：１．０％

※マンホールへの接続がＶＵの場合可とう継手を使用すること。
※本管上での削孔間隔は１ｍ以上確保すること。

デリネータ設置

※グレーチングの長手方向メッシュ巾は、５０ｍｍ以下を使用。

既存配水管配管直し

グレーチングＴ－１４

３００×４００
グレーチングＴ－１４

最終桝（街渠桝同等）

Ｈ０．４０　Ｌ＝４．００ｍ

終端コン　ＦＨ１０．４０

Ｌ＝４．００ｍ

ＦＨ１０．４３Ｈ０．４０

終端コン

（鉄蓋Ｔ－２）

※公園用地の桝蓋は格子蓋を使用すること。

境界コンクリート
ＦＨ：１０．５０
Ｈ０．６０
Ｌ＝１．６１ｍ

ｉ＝０．０％

一
般
・
環
境
保
全
型
　

　
特
定
用
途
制
限
地
域

特
定
用
途
制
限
地
域

幹
線
沿
道
型

年

建築基準法第４２条１項２号道路 平成２９年１月１９日

第２９－１５５号

開発行為変更許可

建
築
基
準
法
第
４
２
条
１
項
２
号
道
路

幅員
５．
００
ｍ

幅員５．００ｍ

スロープ

幅
員
５
ｍ

幅員５ｍ

幅
員
５
ｍ

幅
員
５
ｍ

４ｍ

２
ｍ

２ｍ

２
ｍ

２ｍ

３
．
０
０
ｍ ４ｍ

４ｍ２
ｍ

２ｍ

２ｍ

２
ｍ

３
．
０
０
ｍ

幅
員
５
ｍ

４
ｍ

幅員０．９０ｍ

幅員１．００ｍ

幅
員
１
．
０
２
ｍ

水
内
０
．
５
７
ｍ

幅
員
２
．
０
９
ｍ

水
内
０
．
６
３
ｍ

水内１．１３ｍ
幅員１．９４ｍ

水
内
０
．
６
２
ｍ

幅
員
１
．
０
２
ｍ

県
道
境
よ
り
３
０
．
０
ｍ


